
昭和の森カタクリ特別観察会

楚々と咲くカタクリの花

藤田 隆（松戸市）

日 時：2026 年 3 月 29 日（日）10 時～15 時 天気：晴れ

場 所：昭和の森

参加者：328 名（大人 292 名、子ども 36 名）（27 日 85 名、28 日 132 名）

担当指導員：梅宮、川北、藤田

10 時前にカタクリを図解・説明した掲示板を開き始めると、北斜面に咲くカタクリを一目

見ようと、20 名ほどが観察を始めていました。しだいに日の光が当たり、着ている上着が邪

魔になるくらいで、春が確実にやってきたと感じるほどでした。

観察している方々に慌てて資料を渡しがてら近寄ってお話を伺うと「毎年楽しみにしてい

る」、「今日はどうだろうかと来てみた。大当たり。」と満足した面持ちでカタクリを写真に

収めていました。開花までに７～８年かかるという話には「一年生は本当に細いのね」と感

心した様子でした

生後７ヶ月の赤ちゃん二人を抱いたご夫婦に、蜜標が見えるように傾いて咲いている個体

を紹介すると、「あのカタクリですか？」と尋ねられました。「カタクリ粉のカタクリですよ」

と伝えると、大層驚かれました。ついでに、そばに生えるトリカブトを紹介すると、「食べら

れない植物もあるね」と気づいた様子。植物園に降りる階段を歩きながら生えている植物を

指しながら「この草は食べられるかな」といいながら歩いてきたという。「野山がお好きのよ

うですね」と話をつなげると、都会への憧れもあったが、自

然やみどりがある中で子育てすることに決め、「この公園は

安心して散歩出来る」とカタクリの開花をことのほか喜ん

でいる様子でした。

カメラを向けている方に近づくと「一本にひとつの花な

んですね」と感慨深げ、蜜標の話には「花が下を向いている

からわからなかった」と鏡に映った鏡像を盛んにカメラに

納めていました。

幾人かにお話する中で、説明にも動じず、じっとカタクリ

を見つめている方に声をかけました。しばし無言でした

が、「可憐で、弱々しくて、楚々として、はかなげで、それ

でいて立派だ」とポツリと発せられた言葉に神髄を見たよ

うに思いました。その人の人生を重ねていたのかもしれま

せん。カタクリに思いをはせる。それも気持ちの余裕なのか

もしれないと思うのでした。
カタクリ観察に余念がない

蜜標がわかるカタクリ


